
令
和
三
年
九
月
十
三
日
初
校

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

７ ６仙台市政だより　令和３年（2021年） 10月号

仙台市の人口（対前月増減数）

●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

47

小
説
と
短
歌
、
真
実
を
伝
え
る
〈
言
葉
〉

志賀泉／著
荒蝦夷　刊

仙台市政だより　令和３年（2021年） 10月号

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市政
トピックス

行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す

市政
トピックス

塔短歌会・東北／編
荒蝦夷　刊

市政
トピックス

困
難
を
抱
え
る
女
性
を

支
援
―
女
子
の
た
め
の

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス

男：531,628人　女：566,235人　計1,097,863人（+442)　529,841世帯（＋344）       
9月１日現在（令和２年国勢調査速報値を基準に推計）

　
「
仙
台
市
役
所
経
営
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
く
令
和
２
年
度
の
行
財
政
改
革
の
実

績
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
を
踏

ま
え
、
実
施
項
目
に
つ
い
て
一
部
修
正

を
行
い
、
令
和
2
年
度
の
効
果
額
は
約

58
億
円
で
、
計
画
当
初
か
ら
の
累
積
効

果
額
は
約
２
５
２
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

〈
主
な
取
り
組
み
実
績
〉

■
市
税
や
国
民
健
康
保
険
料
等
の
収
納

率
の
向
上　
■
民
間
活
力
の
導
入　
■

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
の
拡
充
お
よ
び
情

報
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化

市政
トピックス

マ
イ
ナ
ビ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
協
議
会
が
発
足

市政
トピックス

全
国
都
市
緑
化
仙
台
フ

ェ
ア
実
行
委
員
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た

◎
「
仙
台
市
役
所
経
営
プ
ラ
ン
」
の
実

績
は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
政
情
報

セ
ン
タ
ー
、
宮
城
野
区
・
若
林
区
・
太

白
区
情
報
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

▲原町小学校で行われた出前授業
では、児童がスズムシの生態など
を熱心に学んでいました

ス
ズ
ム
シ
の
音
色
の
復

活
を
目
指
し
て

市政
トピックス

映
画「
護ま
も

ら
れ
な
か
っ

た
者
た
ち
へ
」
が
仙
台

シ
ネ
マ
に
認
定

▲仙台フェアのロゴマ
ーク。成長や復興、発
展等を鮮やかなグラデ
ーションで表していま
す

▲

協
議
会
設
立
発
表
会

▲

発
表
会
で
は
、
浜
田
遥は
る
か

選
手

（
右
）
と
國く

に

武た
け

愛あ
い

美み

選
手
（
左
）

に
よ
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
お
披

露
目
も
行
わ
れ
ま
し
た

せ
ん
だ
い
・
宮
城
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジhttps://sm

f
c-feature.com

/m
am
orare/

荒あ
ら

蝦え
み
し夷

「
仙
台
学
」
編
集
長　

 

千
葉　

由
香

「
百
年
の
孤
舟
」

「
３
６
５
３
日
目　
〈
塔と
う

短た
ん

歌か

会か
い

・
東

北
〉
震
災
詠
の
記
録
」

　
著
者
の
志
賀
泉
さ
ん
は
南
相
馬
市

小
高
区
出
身
の
太
宰
治
賞
作
家
。
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
後
の
故
郷
を
舞
台
に
、
４
つ
の
短

編
を
綴つ
づ

り
ま
す
。
表
題
作
「
百
年
の

孤
舟
」
は
、
か
つ
て
の
海
辺
の
風
景

と
事
故
直
後
の
現
実
が
時
空
を
超
え

て
交
錯
し
、
主
人
公
兄
弟
の
確
執
は

そ
の
ま
ま
文
明
社
会
の
在
り
方
へ
の

問
い
か
け
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
読

者
は
事
故
が
も
た
ら
し
た
も
の
の
重

さ
に
お
の
の
き
つ
つ
も
、
最
後
に
一

筋
の
光
を
見
い
だ
す
で
し
ょ
う
。

　
刊
行
は
２
０
２
１
年
３
月
。
志
賀

さ
ん
は
「
こ
の
本
を
書
く
た
め
に
小

説
家
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
語
り
ま
し
た
。
担
当
編
集
者
と
し

て
は
、
こ
れ
が
作
品
と
し
て
熟
成
す

る
に
は
10
年
と
い
う
時
間
が
必
要
だ

っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
ち
ら
も
２
０
２
１
年
３
月
刊
行
。

短
歌
結
社
「
塔
短
歌
会
」
の
東
北
ゆ

か
り
の
24
歌
人
、
圧
巻
の
１
２
７
３

首
で
す
。
震
災
３
カ
月
後
の
作
品
集

「
99
日
目　
東
日
本
大
震
災
の
の
ち

に
」
を
皮
切
り
に
、
折
々
に
生
ま
れ

た
歌
を
ま
と
め
た
「
２
９
３
３
日
目　

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
を
詠
む
」

ま
で
の
９
冊
を
集
成
し
ま
し
た
。

　
震
災
後
初
め
て
詠
ん
だ
歌
、
８
年

た
っ
て
よ
う
や
く
吐
露
で
き
た
思
い
。

被
災
当
事
者
か
ら
遠
方
で
〈
被
災
〉

し
た
作
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
情

が
五
七
五
七
七
と
い
う
乗
り
物
に
乗

り
、
鮮
や
か
に
立
ち
現
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
歌
に
添
え
た
エ
ッ
セ
ー
や
座

談
会
、
梶
原
さ
い
子
さ
ん
の
「
は
じ

め
に
」、
高
野
ム
ツ
オ
さ
ん
の
「
解

説
」
な
ど
、
重
層
的
に
紡
が
れ
る

〈
言
葉
〉
が
迫
っ
て
き
ま
す
。

　
ス
ズ
ム
シ
が
市
の
虫
に
制
定
さ
れ
て

か
ら
、
本
年
度
で
50
周
年
と
な
り
ま
す
。

仙
台
の
ス
ズ
ム
シ
は
「
七
振
り
鳴
く
」

と
呼
ば
れ
、
か
つ
て
宮
城
野
原
に
多
く

自
生
し
、
秋
の
夜
長
に
美
し
い
音
色
を

奏
で
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
現
在
は
、
都
市
化
の
影
響
で
、
そ

の
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
宮
城
野
区
中
央
市
民
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
団
体
「
す
ず
む
し
の

里
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
と
協
働
で
、

ス
ズ
ム
シ
の
音
色
が
再
び
聞
こ
え
る
ま

ち
を
目
指
し
て
、
10
万
匹
の
ス
ズ
ム
シ

の
飼
育
や
生
態
調
査
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
ほ
か
、
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で
ス

ズ
ム
シ
の
展
示
を
行
う
な
ど
の
普
及
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
30
日
・
31
日
、
８
月
３
日
に
は
、

ス
ズ
ム
シ
の
配
布
会
・
交
換
会
が
宮
城

野
区
内
の
３
カ
所
で
開
催
さ
れ
、
４
５

９
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
飼

育
箱
作
り
体
験
や
飼
育
の
相
談
会
も
行

わ
れ
、
訪
れ
た
方
が
熱
心
に
飼
育
方
法

に
つ
い
て
確
認
し
、
大
事
そ
う
に
ス
ズ

ム
シ
を
持
ち
帰
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
ス
ズ
ム
シ
が
市
の
虫
と
し

て
親
し
ま
れ
、
涼
や
か
な
鳴
き
声
が
響

く
豊
か
な
自
然
環
境
を
継
承
し
て
い
く

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
た
に
開
幕
し
た
女
子
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
「
Ｗウ
ィ
ーＥ
リ
ー
グ
」

に
、
東
北
か
ら
唯
一
参
入
す
る
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ
「
マ
イ
ナ
ビ
仙
台
レ
デ
ィ
ー

ス
」
を
支
援
す
る
た
め
、「
マ
イ
ナ
ビ

仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
協
議

会
」
が
８
月
27
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

仙
台
市
、
宮
城
県
、
宮
城
県
サ
ッ
カ
ー

協
会
、
仙
台
商
工
会
議
所
等
で
構
成
さ

れ
る
こ
の
協
議
会
で
は
、
女
子
サ
ッ
カ

ー
の
普
及
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

や
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
９
月
１
日
に
は
、
協
議
会
の
設
立
発

表
会
を
開
催
。
郡
市
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍か

の
今
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
仙
台
を
元
気

付
け
ら
れ
る
よ
う
な
プ
レ
ー
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
浜
田
遥
選
手
は
「
サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
て
宮
城
を
盛
り
上
げ
、
こ

れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
方
々
に
Ｗ
Ｅ
リ

ー
グ
初
代
女
王
と
い
う
結
果
で
恩
返
し

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
、
優
勝

に
向
け
た
強
い
気
持
ち
を
語
り
ま
し
た
。

　
９
月
２
日
、
第
40
回
全
国
都
市
緑
化

仙
台
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
設
立
会
議
が

開
か
れ
ま
し
た
。
国
内
最
大
級
の
花
と

緑
の
祭
典
で
あ
る
「
全
国
都
市
緑
化
フ

ェ
ア
」
は
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
都

市
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

令
和
５
年
４
月
26
日
か
ら
６
月
18
日
ま

で
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
は
、
経
済
・
観
光
、
造

園
・
緑
化
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
各
団

体
の
代
表
者
98
人
で
構
成
。
同
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
わ
れ
た
第
１
回
総

会
で
は
、
８
月
に
策
定
し
た
基
本
計
画

が
説
明
さ
れ
た
ほ
か
、
本
年
度
の
事
業

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
仙

台
フ
ェ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ロ
ゴ
マ

ー
ク
も
発
表
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
仙
台
市

で
活
躍
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
千
田

瑞
恵
氏
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、「『
み
ど

り
を
舞
台
に
人
が
輝
く
』
未
来
の
杜
づ

く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
人
々
の
思

い
と
ア
ク
シ
ョ
ン
で
育
て
る
未
来
の
杜

が
１
本
の
大
樹
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
実
行
委
員
会
で
は
、
実
施
計

画
の
策
定
や
会
場
設
計
な
ど
を
進
め
、

開
催
に
向
け
た
具
体
的
な
準
備
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。　

　
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え

た
女
性
を
対
象
と
し
た
出
張
相
談
会

「
女
子
の
た
め
の
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」

を
８
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の

相
談
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
活
困

窮
や
生
き
づ
ら
さ
な
ど
の
困
難
を
抱
え

る
女
性
が
、
孤
立
す
る
こ
と
な
く
支
援

機
関
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
初
回
の
相
談
会
は
、
８
月
22
日
に
中

小
企
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
会

場
に
は
、
子
育
て
や
貧
困
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
女
性
専
門
家
に
よ
る
相

談
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
生
理
用
品
な
ど
の

お
土
産
コ
ー
ナ
ー
、
小
物
作
り
コ
ー
ナ

ー
な
ど
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

46
人
の
方
が
参
加
し
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
、
相
談
員
と
一
緒
に
コ
ー
ス

タ
ー
作
り
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
普
段

話
し
づ
ら
い
悩
み
や
不
安
を
少
し
ず
つ

話
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
相
談
後
に

ほ
っ
と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
る
な
ど
、

訪
れ
た
方
に
と
っ
て
自
分
の
気
持
ち
を

整
理
す
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

相
談
会
は
、
２
月
ま
で
市
内
各
地
で
行

わ
れ
ま
す
（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
市
の
観
光
振
興
や
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル

ス
に
貢
献
す
る
映
像
作
品
を
認
定
す
る

「
仙
台
シ
ネ
マ
」
の
第
８
作
目
に
、
10

月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
公
開
さ
れ
る
映

画
「
護
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
へ
」
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
を

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
描
か
れ
た
こ
の

作
品
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
ロ
ケ
が
本
市
や

県
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ロ
ケ
地

な
ど
の
詳
細
は
、
せ
ん
だ
い
・
宮
城
フ

ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。


